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私

が

初

め

て

渡

辺

先

生

の

指

導

を

受

け

た

の

は

、

雪

谷

大

塚

に

あ

る

『

東

急

カ

ル

チ

ャ

ー

ス

ク

ー

ル

』

の

文

章

教

室

、

二

〇

〇

五

年

一

月

の

こ

と

だ

っ

た

と

記

憶

す

る

。

そ

れ

ま

で

の

教

室

は

奈

良

裕

明

氏

と

い

う 

小

説

家

の

先

生

だ

っ

た

。 

 

奈

良

先

生

が

物

語

の

展

開

を

中

心

に

マ

ク

ロ

の

話

で

指

導

す

る

の

に

対

し

て

、

エ

ッ

セ

イ

ス

ト

の

渡

辺

先

生

は

ミ

ク

ロ

の

観

点

か

ら

文

章

の

一

つ

一

つ

の

表

現

や

書

き

方

に

こ

だ

わ

る

。

エ

ッ

セ

イ

志

向

の

私

に

は 

と

て

も

有

益

な

指

南

で

あ

っ

た

。 

 

渡

辺

先

生

は

、

初

対

面

の

印

象

か

ら

は

温

和

で

上

品

な

方

だ

ろ

う

と

お

見

受

け

し

た

が

、

こ

れ

は

半

分

当

た

り

で

半

分

外

れ

で

あ

る

こ

と

が

時

間

の

経

過

と

と

も

に

分

か

っ

て

き

た

。

柔

和

な

外

見

に

似

合

わ

ず

、

意

外

に

ヤ

ン

チ

ャ

で

ヒ

ョ

ウ

キ

ン

な

と

こ

ろ

が

垣

間

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

る

。

時

と

し

て

発

せ

ら

れ

る

ブ

ラ

ッ

ク

ユ

ー

モ

ア

も

核

心

を

つ

い

て

い

て

面

白

い

。 

「

イ

ヤ

な

女

の

子

だ

っ

た

の

よ

」 

不

遇

で

貧

し

か

っ

た

少

女

時

代

を

振

り

返

っ

て

、

先

生

自

身

が

総

括

さ

れ

る

場

面

に

も

時

と

し

て

出

会

っ

た

。 

先

生

は

、

物

書

き

と

し

て

の

立

場

以

外

に

カ

ウ

ン

セ

ラ

ー

の

仕

事

も

さ

れ

て

い

て

、
ラ

ジ

オ

人

生

相

談

で

も

御

活

躍

と

聞

く

。
そ

れ

だ

け

に

、

と

て

も

聴

き

上

手

だ

。

教

室

の

最

古

参

、

Ｍ

女

史

の

毒

舌

に

も

上

手

に

相

槌

を

打

ち

な

が

ら

話

を

進

め

て

行

く

様

は

見

事

と

い

う

他

は

な

い

。 

先

生

を

語

る

上

で

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

の

は

、

御

主

人

の

存

在

だ

。 

渡

辺

利

夫

氏

。

産

経

新

聞

の

「

正

論

大

賞

」

に

も

輝

い

た

、

日

本

で

は

ト

ッ

プ

ク

ラ

ス

の

保

守

論

客

の

一

人

で

あ

る

。 

 

経

歴

も

凄

い

。

慶

應

義

塾

大

学

経

済

学

部

卒

業

、

同

大

学

・

大

学

院

博

士

課

程

修

了

、

経

済

学

博

士

、

筑

波

大

学

教

授

、

東

京

工

業

大

学

教

授

、

拓

殖

大

学

学

長

、

総

長

を

経

て

現

在

、

同

大

学

学

事

顧

問

。 

 

ま

た

、

新

聞

、

テ

レ

ビ

を

は

じ

め

と

し

て

、

マ

ス

コ

ミ

へ

の

登

場

も

多

い

。

多

く

の

著

書

も

あ

っ

て

私

も

愛

読

し

て

い

る

。 

 

こ

れ

だ

け

立

派

な

御

主

人

な

ら

、

賢

夫

人

と

し

て

内

助

の

功

に

徹

す

る

の

も

ま

た

選

択

肢

か

と

思

う

の

だ

が

、

渡

辺

先

生

と

し

て

は

御

主

人

特

別

寄

稿 
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よ

り

も

自

分

の

立

場

を

確

保

す

る

こ

と

に

御

執

心

で

、

利

夫

氏

の

秘

書

の

よ

う

な

立

場

か

ら

の

決

別

を

宣

言

さ

れ

た

と

い

う

。 

 

渡

辺

先

生

は

、

別

の

物

書

き

同

人

会

で

、

最

近

『

夫

の

家

出

』

な

る

エ

ッ

セ

イ

を

書

か

れ

た

。

そ

の

中

の

一

節

を

無

断

で

紹

介

す

る

。 

 

…

い

ま

、

残

さ

れ

た

時

間

を

私

自

身

の

「

書

く

」

た

め

に

使

い

た

い

と

夫

に

申

し

入

れ

た

。

も

し

、

こ

の

ま

ま

で

あ

っ

た

ら

、

私

は

「

ご

機

嫌

の

悪

い

、

い

や

な

妻

に

な

っ

て

し

ま

い

、

食

事

の

支

度

も

放

棄

す

る

」

て

な

こ

と

を

、

怒

涛

の

ご

と

く

述

べ

た

。 

「

僕

も

気

が

付

い

て

い

た

よ

」
と

夫

。
丁

々

発

止

と

な

っ

た

と

し

て

も

、

考

え

を

変

え

な

い

覚

悟

で

い

た

の

に

、

早

々

と

結

論

が

出

た

の

も

拍

子

抜

け

だ

。 

  

御

主

人

は

と

て

も

理

解

の

あ

る

方

な

の

だ

。

だ

か

ら

妻

の

無

謀

と

も

思

え

る

申

し

出

を

受

け

て

、
快

く

御

自

分

が

身

を

引

か

れ

た

。
現

在

は

、

近

く

に

マ

ン

シ

ョ

ン

を

借

り

、

昼

間

は

オ

フ

ィ

ス

代

わ

り

に

使

わ

れ

て

い

る

と

い

う

。 

 

渡

辺

先

生

に

は

書

く

べ

き

こ

と

が

た

く

さ

ん

あ

る

。

断

片

的

に

で

は

あ

る

が

、
下

書

き

程

度

は

で

き

て

い

る

筈

だ

。
御

主

人

を

追

い

出

し

て

、

雪

谷

の

四

Ｌ

Ｄ

Ｋ

マ

ン

シ

ョ

ン

も

昼

間

は

先

生

の

お

城

だ

。 

 

こ

の

九

月

、

我

々

四

人

の

生

徒

の

指

導

も

終

わ

り

を

迎

え

る

。

も

う

あ

り

あ

ま

る

ほ

ど

の

時

間

を

御

自

身

の

「

書

く

」

た

め

に

、

し

っ

か

り

使

っ

て

い

た

だ

き

ま

し

ょ

う

。 

 

一

年

後

、

い

や

二

年

後

か

な

、

先

生

が

上

梓

さ

れ

る

は

ず

の

新

作

を

生

徒

一

同

心

待

ち

に

し

て

い

ま

す

。 

  

【

二

〇

一

六

年

八

月

記 

原

稿

用

紙

五

枚 

自

由

課

題

】 

  


